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早 い 日 暮 れ に 秋 を 感 じ つ つ も 、 い つ ま で も 続 く 昼 間 の 暑 さ に 閉 口 し て い ま し

たが、ようや く本格 的な秋になっ てきま した。  

現在会員登録数 3,617 人さま。次号は 11 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念寄付の お 願い  

昨年 11 月からの 1 年間、移転 10 周年記念 寄付キャンペ ーンを 実施中（ 10 月

31 日まで）です。１ 万円以上ご寄 付いた だいた方全員 に、富 安陽子さんの サ

イ ン 本 （ 抽 選 ）、 佐 々 木 マ キ さ ん デ ザ イ ン 「 イ イ ク ロ ち ゃ ん 」 グ ッ ズ セ ッ ト 、

当財団発行の 報告集 の中からおひ とつプ レゼントして います 。  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special 

 

●「日本児童 文学学 会  第 60 回研究大会 」の開催  

11 月 20 日・ 21 日に、日本児童文学 学会第 60 回研究大会を、当 財 団を事務局

と し て 、 大 阪 府 立 中 央 図 書 館 お よ び オ ン ラ イ ン で 開 催 し ま す 。 文 芸 評 論 家 の

斎 藤 美 奈 子 さ ん に よ る 講 演 会 も あ り ま す 。 会 員 で な い 方 も オ ン ラ イ ン で 参 加

可能です。  

◆  お申し込みは、 外 部決済システ ム「 Peatix」イベントペー ジ から  

https://childrensliterature60.peatix.com 

詳細は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#60kenkyutaikai 

 

●オンライン 講座「 ２０２０年に 出版さ れた子どもの 本から 」視聴受付中 ！  

◆  お 申 し 込 み は 、 外 部 決 済 シ ス テ ム 「 Peatix 」 イ ベ ン ト ペ ー ジ か ら

https://2020kodomonohon.peatix.com 

詳細は→  http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

●「第 38 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  ※ 10 月 31 日まで  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#38boshu 

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special
https://childrensliterature60.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#60kenkyutaikai
https://2020kodomonohon.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html
http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#38boshu


 

●  研究紀要の原稿 募 集  ※ 10 月 31 日まで  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『めいたんて いサム くんとなぞの 地図』  那須正幹 /作  はた こうしろう /絵  

童心社  2021年 10月  対象年齢： 小学校 低学年以上  

 

あらすじ：小 学２年 生の「めいた んてい サムくん」は 、古い 空き家が火事 に

なったと聞い て、そ のあとをタケ シくん とミサトちゃ んと見 に行く。そし

て手描きの地 図上に 「寶」の文字 が４か 所ある紙が入 った封 筒を見つけ

る。３人と３ 年生の あんごうマン ことマ コトくんは、 宝の場 所を探しあ

て、過去に４ 体のお 地蔵さんがあ ったと ころだとわか る。今 も残っている

４体目のお地 蔵さん の前を掘ると 、そこ からガラス瓶 に入っ たビー玉が出

てきた。サム くんた ちが火事のあ った家 の持ち主のお ばあさ んに持ってい

くと、戦争で 亡くな った兄からの 贈り物 だと告げられ る。シ リーズ３作

目。  

 

Ｔ：ことしの 7 月 22 日に急逝され た那須 正幹さんの遺 作です。著者校正は間

に 合 っ た そ う で す が 、 あ と が き が あ り ま せ ん 。 最 後 ま で 読 ん で す ぐ に 奥 付

になってしま って、 せつない気持 ちにな りました。  

Ｙ：推理の要 素があり 、地図を頼り に子ども たちが自分た ちで宝 を探す。男女

混合の３人組 に異学 年の少年も交 ざって「 子どもたんて い団」を 結成し、な

か ま が い る 楽 し さ が 感 じ ら れ る 。 自 分 た ち の 住 ん で い る 町 の 歴 史 を 知 る こ

とになる。最後 は戦争 とのかかわり が描か れる、など、こ れまで 那須さんが

大切にされて いたこ とがぎゅっと つまっ た作品だと思 いまし た。  

Ｔ：読んでい ると、過 去の那須さん の作品 とイメージが 重なり ます。デビュ ー

作『首なし地 ぞうの 宝』（学研  1972 年）とは宝さがし だけで なく、宝を埋

めた目印の地 蔵が出 てくるところ が重な り、地図 を読み解い て いくのは『ぼ

くらの地図旅 行』（福 音館書店  1989 年）と 、なかまは 、もち ろん 、「ズ ッコ

ケ三人組」と 重なり ます。宝がガ ラスび んに入ってい たとい うのは、『ズッ

コケ三人組の 卒業式 』（ポプラ社  2004 年）でハカセが自 前のタ イムカプセ

ル に イ ン ス タ ン ト コ ー ヒ ー の 空 瓶 を 使 っ た こ と と 重 な り ま し た 。 那 須 さ ん

が こ れ ま で 書 い て き た も の を 低 学 年 向 け に 再 話 し た シ リ ー ズ だ と も 思 い ま

す。  

  那 須 さ ん に は 、 お し ま い の 作 品 と い う つ も り は な か っ た と 思 い ま す け れ

ども、これま での仕 事まとめのよ うにも 見えてきます 。  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｙ：作品の 最後の文 は、「だ って、子ども たんてい団  さいし ょの  じけん を  

みごと  かい けつで きたのですか ら。」で 終わります 。「つぎ の  じけん」を

読 み た か っ た な あ と 思 い つ つ 、 こ れ ま で の 那 須 さ ん の 作 品 に 感 謝 の 気 持 ち

が沸き上がっ てきま した。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 74 回「山男の四 月 」 (下 ) 

 疎外された ものた ち  

 

薬をのまされ て体が 小さくなり、一箱の「 六神丸」にな ってしま った山男は、

とじこめられ た行李 のなかで「き さまが町 へはいったら 、おれは すぐ、この支

那人はあやし いやつ だとどなって やる。」と怒ります。そ れを聞 いた「支那人」

は、しばら くしいん としてしまい 、山男 は、「両 手を胸で 重ね て泣いている の

かな」と思ったくら いでした。そして 、「 支那人」は、しわが れた声でいう の

です。――「それ、あ まり同情ない。わた し 商売たたない 。」山男 は、「もう支

那人が、あん まり気の 毒になってし まって、おれのからだ などは、支那人が六

十 銭 も う け て 宿 屋 に 行 っ て 、 鰯 の 頭 や 菜 っ 葉 汁 を た べ る か わ り に く れ て や ろ

う」と思いま す。  

 

こんなふうに 考える 山男をいぶか しく思 ったのか、益 田勝実 はいいます。  

― ― 「 漂 泊 の 異 国 人 と 山 の 異 族 と に は 、 平 野 の 普 通 の 暮 ら し を し て い る 日 本

人 に は 理 解 し が た い よ う な 、 通 じ 合 う も の が 底 を 流 れ て い る 、 と 賢 治 は 考 え

て い る の か 。」 (益 田 「『 山 男 の 四 月 』」、 萬 田 務 他 編 『 作 品 論  宮 沢 賢 治 』 所 収  

1984 年 ) 

 

山 男 を 侵 入 者 に よ っ て 山 に 追 い や ら れ た 先 住 民 と す る の は 、 前 回 も 紹 介 し た

安藤恭子の『宮沢 賢治〈力〉の構造』(1996 年 )です。「山男の 四月 」の山男も、

にしね山から ふらふ ら歩き出して 、「 町へ はいって行く とすれ ば、化けな いと

なぐり殺され る。」と ひとりごとを いって 、町の入口 で木こり に化けます 。安

藤は、山男を疎 外され たもの (きらわれも の 、のけもの )としますが、「支那 人」

も同様でしょ う。山 男には、「 支那人」 へ の共感があっ たので しょうか。  

 

宮沢賢治の生 前唯一 の童話集の書 名は、最 初は『山男の 四月』の 予定だったと

いう調査があ ります (恩田逸夫「 宮沢賢治の 童話」1976 年参照 )。結局、『 注文

の多い料理店 』 (1924 年 )として刊行され た 童話集の広告 ちらし には「都会文

明と放恣な階 級とに 対するやむに やまれ ない反感です 。」と書 かれていて 、こ

れは、作品「注文の 多い料理店」につ い ての説明の一 部です 。「注文の多い料

理 店 」 で 鉄 砲 を か つ い で 山 奥 に 踏 み 込 ん で く る の は 二 人 の 若 い 紳 士 で す が 、

「山男の四月」が 疎外 されたものを 描いた 背後にも、侵入者 への「反感」がひ

びいているよ うにも 思います。「漂泊 の異 国人と山の異 族」を 疎外し、な いが

しろにしてい る人々 ＝侵入者への 「反感 」を読み取っ てしま うのです。  

(馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  



 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ２８  

***************************************************************** 

 

う し ろ か ら 肩 を た た か れ た の は 、 改 札 口 を で て 、 地 下 街 へ の 階 段 を お り か け

たときだった 。  

マッポ（警 官）だな 。そう直感した のは、た たいた手が 、そのまま 太一の肩を

じんわりつか んだか らだ。ゆっく りふりむ くと、白い開 襟シャツ を着た、中年

の男が立って いた。  

 

（『さぎ師 たちの空 』  那須正幹 /作  関屋 敏隆 /絵  ポプラ社  1992 年 9 月） 

 

こ の 作 品 が 出 版 さ れ た と き 、 読 ん で お も し ろ か っ た と い う 記 憶 が あ り ま し た

が 、 再 読 し て び っ く り 。 よ く こ れ が 課 題 図 書 に な っ た な あ と 正 直 思 っ て し ま

いました。  

 

引用は、冒 頭の部分 。中学２年生の 太一は 、不良グル ープのお 金を 10 万円盗

ん で 広 島 か ら 大 阪 に 出 て き た と こ ろ で 、 の ち に ア ン ポ と い う 名 だ と わ か る こ

の男につかま ります。男は、警官のふりを し てお金とバッ グを預 かりますが、

行方をくらま します 。太一は男に だまさ れたことを知 ります 。  

 

太 一 が 無 銭 飲 食 を し よ う と 入 っ た ラ ー メ ン 屋 の 隣 に 座 っ た の が 、 こ の 男 。 太

一 が ラ ー メ ン 屋 で ラ ー メ ン に 異 物 が 入 っ た と い ち ゃ も ん を つ け て ラ ー メ ン 屋

を だ ま そ う と す る と 、 ラ ー メ ン 屋 に ぼ こ ぼ こ に 殴 ら れ 、 ア ン ポ は 太 一 を 自 分

の家に連れて 帰って 介抱します。  

 

そ こ か ら も び っ く り と ど き ど き の 連 続 。 ア ン ポ は 仲 間 た ち と 、 鮮 や か な 手 法

の さ ぎ 事 件 を 繰 り 広 げ ま す 。 太 一 も い ろ い ろ な 役 ど こ ろ で 協 力 し ま す 。 ま ず

は、アンポが 弁護士に 化けてラーメ ン屋か ら慰謝料をと ろうと し、次に、代 議

士 に な り た が っ て い る 男 か ら お 金 を だ ま し と り 、 ホ テ ル の 幽 霊 を 除 霊 し 、 暴

力団に茶碗を 売りつ けようとしま す。  

 

ア ン ポ と 太 一 は 疑 似 親 子 の よ う な 関 係 に な っ て い き ま す 。 そ し て つ い に 大 失

敗をしでかし、アン ポ も太一も犯罪 の代償 を支払うこと になり ます。太一は、

ア ン ポ の 本 名 や 、 な ぜ ア ン ポ と 名 乗 っ て い る か を 知 る こ と に な り ま す が 、 そ

こには、戦争や 60 年代安保闘争が かかわ っています。  

 

関 西 弁 が ユ ー モ ラ ス で 、 世 の 中 の 厳 し さ を し っ か り 描 き つ つ 、 ア ウ ト サ イ ダ

ー の 人 た ち の た く ま し さ や 人 と の つ な が り の 深 さ が 描 か れ て い る 点 が 魅 力 で

す。権力を否 定し続 けてきた那須 さんな らでは作品だ と思い ました。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

神戸ゆかりの 美術館 で、12 月 19 日まで開 催されている 特別展「 ミロコマチコ  

いきものたち はわた しのかがみ」に行って きました。画 家・絵本作家ミロコマ

チコの近作・新作を中 心とした絵画 や絵本 原画、書籍の 装画、立 体作品など約



250 点が展示されてい ます。  

 

美 術 館 の エ ン ト ラ ン ス に 入 っ た と た ん 、 立 体 絵 本 作 品 の カ モ シ カ や ク マ が 描

きこまれた山 車が目 に飛び込んで きて、ミ ロコさんの世 界に引 き込まれます 。

入 口 を 入 っ た と こ ろ に は ミ ロ コ さ ん の 「 い き も の の わ た し 」 と い う 短 い 文 章

があります。そ こには 、夜に虫を観察 してい ると、虫に「「お前は い きものか？ 」

と問われたよ うな気 がした」とい うエピソ ードがあり、なぜ、ミ ロコさんが絵

を描くのか。 なぜ、 いきものを描 くのか ということが 書かれ ていました。  

 

「近作」は、ライブペ インティング 作品な どが中心で、猫や馬な どの動物が描

か れ た 大 き な 作 品 が ず ら り と 並 ん で い ま す 。 ど の 絵 も こ ち ら に 迫 っ て く る 感

じ が し て 、 後 ず さ り す る よ う に し て 見 て い き ま し た 。 ガ ラ ス 越 し に と ま っ た

蛾や蝶を描い た「光を はさんで見え るもの」と「チョウにうつ す」という作品

は 、 ガ ラ ス の 内 側 に い る 人 の 姿 が 虫 に 映 り こ ん だ よ う な 絵 で 、 命 を 見 つ め て

いるような人 の目が 印象に残りま した。  

 

「装画、ディ レクショ ン」の章は、本の装画 として描かれ たユー モラスな動物

たち、「 味の手帖 」の 表紙として描 かれた おいしそうな 食べ物 、百貨店の クリ

ス マ ス の デ ィ ス プ レ イ 用 の 絵 な ど が あ り 、 色 彩 豊 か で 楽 し い 気 分 に な り ま し

た。  

 

「絵本原画」 には『 けもののにお いがし てきたぞ』（岩崎書 店  2016 年）『ま

っくらやみの まっく ろ』（ 小学館  2017 年）『ドクルジ ン』（亜紀 書 房  2019 年）

の原画があり ました 。どの作品も 自然の パワーに圧倒 されま した。  

 

「新作」は、 2019 年にミロコさん が奄美 大島に移住し てから の作品です。 作

品 か ら は 、 自 然 に よ り そ い 、 じ っ と 耳 を か た む け る よ う な 静 か さ が 感 じ ら れ

ま し た 。 そ し て 、 こ ん な 作 品 を 描 く ミ ロ コ さ ん か ら ど ん な 絵 本 が で き る の だ

ろうと楽しみ になり ながら、会場 をあと にしました 。（Ｋ）  

 

展覧会公式サ イト  

https://mirocomachiko-cm.exhibit.jp/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  日本近代文学会  関西支部  秋 季大会  

小特集「児童 文学研 究と文学館」  

 講演「大阪 国際児 童文学振興財 団の 10 年と児童文学 研究の 新しい可能性 」 

 宮川健郎（ 大阪国 際児童文学振 興財団 理事長）  ほ か  

日  時： 11 月 14 日（日） 11： 00～ 18： 10 

会  場：オンライン （ Zoom ウェビナー ）  ※事前申し込 みが必 要  

主  催：日本近代文 学 会関西支部  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

https://mirocomachiko-cm.exhibit.jp/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『め い たんていサムく

んとなぞの地 図』をプ レゼントしま す。ご希 望の方は、メール で件 名「メルマ

ガ  NO.134 プレゼント 希望」とし、 (1)お名 前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番

号  (4)メールアドレ ス、よろしけ れば  (5)このメルマガのご 感 想をお書きの

うえ  office@iiclo.or.jp にお送りくだ さ い。  

締切は 11 月 10 日（水）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

お寺や、空き 店舗な ども会場にし て、絵 画、造形、楽 器演奏 など、盛りだ く

さんの地元の 芸術祭 をお手伝いし ていま す。２年ごと の開催 で今年がその 年

ですが、検温 、消毒 、換気用の扇 風機な どの感染予防 対策の 手配や、その た

めの人員確保 など準 備に大わらわ 。多く の方々に芸術 の秋を 満喫していた だ

ければとがん ばって います。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


